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中 世 フ ィ レ ンツ ェ の都市建設 （ I ) 

ルネサンス文化の舞台となっ
たフィ
レンツエ
は、
中世後期の十

三世紀l十四世紀に都市の基本構造が形づくられ、
ルネサンス期

の十五世

紀｜十六世紀に都市としてほぼ完成の域に達する。

その都市建設の歴史は
イタリア諸都市のなかでも未曾有の激

烈な都市内抗争を経験したこの都市の
政治的支配層が
さまざま

な公私のパトロネlジを
組織しながら都市建設を推進した過程で

あり、
そのなかからメディ
チ
家という一都市貴族が独
裁者として

台頭し、
やがて
君主化して、
都市創造において決定的な役
割を演

じてゆく過程であっ
た。
換言すれば、
それは、
中世の都市コム1

ネH
共和制
都市国家フィ
レンツエ
が
「メディ
チ家の宮廷都市」

と変貌してゆく歴史であっ
たといえる。

「中世都市」

L
・マンフォ
ードは、

や「バ
ロッ
ク都市」
は存在し

ても、
「ルネサンスの都市というものは存在しない」
と述べている

（『歴史の都市
明日の都市』） 。
しかし
フィ
レンツエ
という都市を見

れば、
それが中世都市を基盤としながら、
そこに十五世紀の寡頭

制共和国を担っ
た
都市貴族層と十六世紀の
専制君主化したメディ

チ家の権力を視覚化した公私の建造物によっ
て新しい
偉観をつけ

加えた
「ルネサンス都市」
であることがわかる。

建築史の視点から見れば、
十五
｜十六世紀のフィ

レンツェ
は、

アルノルフォ
・ディ
・カンビオやヤコポ・タレンティ

の時代まで

のロマ
ネスク・ゴシッ
ク的な中世都市に、
ブル
ネッ
レスキ、
アル

ベ
ルティ、

ケロツ
ツォ、
ジユ
リアlノ・
ダ・サンガツ口 、
アン

マナ
lティ、

ヴァ
ザlリ、
ブオンタレンティ
などの建築家による

ルネサンス様式の大規
模な
パラッ
ツォ、
教会堂 、
公共広場、
宮廷

庭園がつけ加わり、
規則性と水平性、
開放性とモニュ
メンタリテイ

を増したルネサンス的な都市空間へと変貌するのである。
もちろ

ん 、
十五世紀前半にブル
ネッ
レスキによっ
て
完成されたサンタ・

マリア・デル・フィ
オlレ大聖堂のド！ムが十三世紀末に着工さ

れたゴシッ
ク式の大聖堂の内陣と身廊のうえに
建ち上
げられたよ

うに、
また中世の都市コム1ネの象徴であるパラツ
ツォ
・デツラ・

シニヨ
リlアが十六世紀後半のコジモ一世時代にパラツツォ・ヴエツ

キオとして大増改築されたように、
ル
ネサンス都市フィ
レンツエ

は中世都市フィ
レンツエ
と明確な連続性をもっ
ている。

A,. 

本論では、
十五
｜十六世紀のル

ネサンス
期の都市建設の前提と

なっ
た中世フィ
レンツエ

の都市建設の過程を概

（十二
｜十四世紀）

観することにしたい。

司
教
都
市
か
ら
コ
ム
l

ネ
都
市ヘ

フィ
レンツェ
は、
前五九年（あるいは前五O年）
にユリウス・カ

エサルによっ
て植民都市リカストルム（四八O×四二0メートル）
と

して基盤目状の幾何学プランで建設された古代起源の都市（古名フ

ロレンティア
208口氏匝）
である
（図1） 。
五1八世紀のビザンティ
ン

帝国とランゴパ
ルド王国の諸公の支配時代に衰退をたどっ
た後、

フランク王国の伯領および司教領の拠
点となっ
た九世
紀から復興

が始まり、

「商業の復活」
が起こる十一世紀には、

ヨ
ーロッ

パ中で

ピサ、

シエナに続いてトスカlナの主要
都市のひとつに

ルツ
カ

成長する（人口二万人） 。

( 2 ) 
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可乱

中世後

期｜｜十
一世紀から十四世紀にかけて
｜｜のフィ

レンツエ

の都市建設は、
大きく分けて四つの段階をへて推進された。

第一段階は、
十一世紀後半の司教ゲラルドゥ
スとマテイ
ルダ女

伯の時代である。

この時代のフィ
レンツヱ
の
都市権力は、
他のトスカ！ナの主要

都市と同様、
聖
俗の二
大封建権力である
伯と司教によっ
て二分さ

れており、
都市建設も両者の主導下に進
められた。
十一世紀中噴

にクリュ
ニl修道会出身の教会改革派の聖職者ゲラルドゥス（後の

教皇ニコラウス二世）
が司教に就任すると、
その指導下に
市内の八

つ
の
主
要
な
教
会
堂
｜｜司

教
座聖
堂
の
サ
ン
タ
・
レ
パ
ラ
l

タ
聖
堂

ω・

官官包宮 、
サン・ジヨ
ヴァ
ンニ洗礼堂
宮怠
器円。
島ω・
2

04B巳 、

サン・ミニアlト聖堂
ω－
ZEao
包
冨88 、
サンティ
・ア

ポスト

リ聖
堂
ωω・
〉吉田SE 、
サン
・ピエ

ル
・ス

ケラツ
ジヨ
聖堂
∞－
ER

ωnvm語富山
O｜｜の改築と建設が始められた。

一方で、
一O五七
年にトスカlナ辺
境伯の行政拠点が正式にフイ

レンツェ
に置かれると、
伯位を継承したマテイ
ルダ女伯（在位一
O

六九｜一一一
五年）
は、
都市の発展に対応すべく、
古代のカストル

ムの規
模を初めて上まわる第四
市壁（ダ
ン
テ
が
「
い
に
し
え
の市壁
旨

R足』f
E

SHH円
邑

と
呼んだ市壁）
を建
造した（一
O
七
八
年以後
三

当時のフィ
レンツエ
は、
司教と
伯の権
力を体現する二
つの建築

物
｜｜司教

館およびそれと
隣接する辺境伯の館
ーーを中心として、

主要な宗教建築物がロマ
ネスク様式に衣替えを始めた小規
模な封

建都市であっ
たが、
とりわけこの時期のフィ
レンツエ
に新しく生

まれた
都市的自意識を典型的に示すのがサン・ジヨ
ヴア
ンニ洗礼

� 

堂である（図2 、
3 、
4） 。
古代のマルス神殿の跡に建てられてい

た初期キリスト教時代の洗礼堂にかわっ
て、
約一世紀（一
O五九｜

二
五O年）
をかけて都市再興の象徴として建造された八角堂プラ

ンの洗礼堂は、
ロ
ーマのパンテオンやラテラlノ洗礼堂 、

アlへ

ンの宮廷礼拝堂を意
識して構想されたもので、
通常のロマ
ネスク

様式の枠を超えるその厳格な古典的・合理的デザインは、
古代ロー

マの政治的・文化的・宗教的権威（
EShs
E）
の継承者としての

自
覚
を
明
確
に
表
明
し
て
い
る（
洗
礼
堂
は 、
一
一
二
八
年
に
司
教
座
が
サ
ン
タ・

レ
パ
ラ
l
タ
聖
堂
に
移
さ
れ
る
ま
で
は 、

円聞き自己占

星agw
の
機
能
を
担っ
て
い
たて

コ
ム
l

ネ
都
市
の
発
展

フィ
レンツエ
が帝権とトスカlナ辺境
伯から自由なコムlネ（自

治都市）
として独立を宣言するのはマテイ
ルデ女伯が死去した一一

一
五
年の
こ
と
で
あ
る
が
（
神
聖
ロ
l
マ
皇
帝
か
ら
の
公
式
の
独
立
許
可
は

一
一
八
三
年）、
これを機にフィ
レンツエ
は十二
世紀と続く十三世紀

に都市の大発展の時代を迎える。

都市の発展を主導したのは、
トスカlナ辺境伯からコムlネ権

力を樹立する過程で功績のあっ
た都市貴族（下級の旧封建貴族や農村

か
ら
移
住
し
て
き
た
小
領
主 、
早
く
か
ら
彼
ら
と
同
化
し
た一
部の
大
商
人
か
ら
な
り 、

「
ノ
l
ビ
り
き
霊と
「
グ
ラ
ン
ディ
喝－
民間」
「マ
ニ
ャ
！
テ
ィ

芸匂室町」
な
ど
と
呼

ばれた）
と経済の急成長を担っ
た商人層であっ
た。

フィ
レンツエ
商人たちは、
他のイタリア都市の商人たちと同様、

ヨ
ーロッ

パ各地に進出して、
活発な商業活動を展開し、
都市内で

( 3 ) 
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の政治的発言力を強めた。
彼らはフランドルやシャ
ンパ1ニユ
の

定期市で羊毛の原毛や生地を買い付け、
それをフィ
レンツエ
で
染

色・加工して
高級織物として
再輸出し、
大きな利益をあげた。
ま

た
この利益を各地の聖俗の権力者に高利率で貸し付ける金融業

で巨大な利益を獲得する。
彼らは一一五O年頃に商人組合（ソキエ

タ
ス・
メ
ル
カ
ン
ト
ゥ
ル
ム 、
後の
カ
リ
マ
l
ラ
組
合）
を
結
成
し
て
結
束
を
固
め 、

続いて一二O六年に銀行組合（両替組合） 、
二
＝
二年に羊毛組合

（
毛
織
物
製
造
組
合）、
一一
二
八年にポル・サンタ・マリア組合（絹織物

組合）
を結成。
遠隔地商業、
織物産業、
金融業は早くから不可分に

結びついて急速な発展を遂げ、
十三世紀半ばまでにフィ
レンツエ

はヨ
ーロッ

パ第一の
商業都市に躍進するのである。
一二五二年に

フィ
レンツエ
で
鋳造され、
「中世のドル貨」
として流通したフィ
オ

リlノ（フロlリン
）
金貨は、
中世後期のヨ
ーロッ

パ経済における

フィ
レンツエ
の卓越した地位を物語っ
ている。

一方、
粗暴で好戦的な封建貴族や騎士を中心とする
貴族層は、

商人階
級に対
抗して
「ソキエタス・トゥ
リウム
h引RES
H史ミ史遺」

（塔仲間）
を形成して結束しながら、
都市軍にその中核をなす騎兵

団を提供して軍事的指導権を揮い
また外交使節や官職者と
して

外交・司法・行政において活躍した。

初期コムlネ時代のフィ
レンツエ
は当初コンソレ制（貴族と大商

人
か
ら
選
出
さ
れ
た
十二
名
の
コ
ン
ソ
レ
が一
年
任
期
で
統
治
し 、
こ
れ
を
手
工
業
者

を
代
表
す
る
百
人
の
代
表
市
民
と
全
市
民
総
会
が
補
佐
す
る）
を
と
り 、
一一九三

年からはポデスタ制（近隣都市の貴族から選ばれた一
年任期の行政長官

ポ
デ
ス
タ
に
裁
判
権
と
警
察
権
を
委
ね 、
こ
れ
を二
つ
の
評
議
会
が
補
佐
す
る）
に
移

行するが、
いずれも
都市内で主導権を争い合う二つの階級の均衡

を図ろうとする制
度であっ
た。

十二世紀フィ
レンツエ
の最初の本格的な都市拡張を示すのは、

一
一七三年
l七五年に行われたコムlネ独立後の最初の市壁建設

である。
この第五
市壁建設（古代の都市市壁から数えて）
は、
古代ロl

マ以来の都市の
南北の
軸線（カルド
Eミ。）
に対して四五
度の角度

をもっ
てアルノ
河を越えてオルトラルノ地区まで拡大され、
従来

の
約三
倍の面
積（九七ヘクタール）
を包摂する画期的なものであっ

た（図5） 。
塔
の
町
フ
ィ
レ
ン
ツ
ヱ

第五
市壁の
建設から最終市壁の第六
市壁の大拡張までの約一世

紀半の都市建設は、
都市貴族聞における激烈な
党派抗争、
そ
し
て

この旧支配層と経
済活動の発展により急
速に発言力を増した商人

階
級との複雑な政治闘争がからみあう、
稀にみる
社会的激動のな

かで進められた。

この時期
｜｜十二世紀末から十四世紀初め
｜｜の都市建設は

つの時期に分けられる。
第一期は、
コムl
ネ権力がまだ弱体で都

市の支配層であっ
た
都市貴族たちの私
塔が乱立していた時代、
第

二期は、
大
商人階級の台頭による第一次平民政府（プリモ・
ポlポ

ロ）
の確立によっ
て
都市共同体としての自覚が高まり、
都市建設に

おいて新しい秩序の形成がはじまっ
た時代、
そして第三期は、
大

商人階
級が主導する第二次平民政府（セコンド・
ポlポロ）
の樹立に

( 4 ) 
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飛躍的な都市拡張と、
政庁館および新しい大聖堂を核と

する大々
的な都市建設が都市をあげて推進された時代である。

よっ
て、

十二世紀
十三世紀前半のフィ
レンツエ
（
人
口
約
三
万
人）
は 、
長

い衰退期のあいだになし
崩し的に変形され
細分化された
古代ロー

マのカストルム構造（碁盤状の都市プラン）
の中心部に、
都市支配層

の家屋や私塔が
密集して
林立し、
その周辺に
商工
業者の新
居住区

（ボ
ル
ゴ

宮、同巴）
が不
規則に
ひ
ろがる、
無秩序で非機能的な
マグ
マ
的

都市であっ
た。
固定し
た
市
庁
舎
（
パラ
ツ
ツ
ォ・
コ
ムナ
l
レ

EENq

円。
さ
き守）
は
い
ま
だ
存
在
せ
ず 、
新
旧
二
つ
の
市
場

｜｜
旧
市
場
（
メ
ル
カ
l

ト・
ヴ
エ
ツ
キ
オ
Z
R
S
S

FnnE
O）
は古代のフ
ォ
ールム跡に造ら

れる

ーーと
穀物
市
場（
の
ち
の
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
l
レ

Q

E旦口
町田
町）
以外
には
計

画的に造成された広場やロッ
ジアもなかっ
た。

都市内で
専横的な権力をふるっ
た
都市貴族たちは、
都市の
中心

部に高い塔をそなえた館を次々
に建て、
互いの勢力を張りあっ
た。

住居機能をもたず、
もっ
ぱら軍事的用
途と勢力誇示の目的で造ら

れた私
塔は、
元来
農村地域に建てられた封建領主の砦や物見の
塔

を都市内に持ち込んだものであっ
た。
彼らは、
互いに
塔の高さを

競い合い
（
た
と
え
ば 、
メ
ル
カ
l
ト・
ヴエ
ツ
キ
オ
に
建つ
ト
シ
ン
ギ
家
の
塔
は
七

十
五
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
たて
ま
た
近
隣
の一
族
ど
う
し
が
朋
党
（

コ
ン
ソ
ル
テ

一定の区域を複数の塔と家屋群によっ

リ
ヤ

8
言。
号、
宮）
を形成して、

イ
l
ゾ
ラ

「
島」
のように占有した（図61
たとえば、
ウベルティ
家の

て塔と
家屋群はシニヨ
リlア広場となる区域一帯を、
アミデイ
家の

塔と
家屋群はボルゴ・サンティ
・アポストリ一帯を占有していた

（図7 、
8 

9 

メディ
チ
家が新興の
都市貴族としてフィ
レンツエ
の歴史に登
場

するのは十三世紀初めのことであるが（
＝
二
六年にボlナジユンタ

が
評
議
会
議
員
と
し
て
初
め
て
記
録
に
登
場）、
おそらく近郊の農村ムジエツ

ロの小領
主ないし下
級の封建貴族の出身であっ
た初期のメディ
チ

一
族
も 、
メルカlト・ヴエツ
キオの
東側にデッ
ラ・トlザ家と
塔

仲間を組んで三つの塔と家屋群、
ロッ
ジアを構えていた（図怯） 。

私
塔は、
十一世紀末にわずか五
基にすぎなかっ
たが、
十二
世紀

末には百を越え、
十三世紀末には二五Oを数えるまでに激増する

（
図
日） 。
L・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
「
社
会
病
理
学
の一
兆
候」
（『
都
市の
文
化』
）

と呼ぶこうした
塔の乱立は、
他のイタリア諸
都市にも共通する
現

象
だ
が
（
現
在
で
も
パ
ヴ
ィ
l
ァ 、
サ
ン・
ジ
ミ
ニ
ア
l
ノ 、
ボ
ロ
lニ
ヤ
等
に
は
そ

の一
部
が
残存
し
て
い
る）、
その急増ぶりはフィ
レンツエ
においては特

に著しく、
」
の
都市の急膨張と支配層の異常なまでに激しい群
雄

割拠を物語っ
ている。

都市貴族問の対立は、
都市を二
分するグエルファ
党（教皇党）
と

ギ
ベ
ツ
リ
l

ナ
党

の
血
な
ま
ぐ
さ
い
抗
争
に
発
展
し

（
皇
帝
党）

（一一一一
六年以降） 、
塔の
建造ラッ
シュ
の一方で、
両派による敵方の

建物の破壊 、
財産没収、
追放がくりかえされた。

四

第
一
次
平
民
政
府
下
の
都
市
建
設

しかし、
粗暴な封建的都市貴族の
専横的な支配を象徴する

の
町」
フィ
レンツエ
は、
十三世紀後半になると、
新興の商人階
級

の
利益を反映するより強
力な都市権力によっ
て統御された新しい 塔

( 5 ) 



中世フ ィ レ ン ツ ェ の都市建設 （ I )

秩序の形成にむけて
模索をはじめる。

封建的な都市貴族たちの非生産的な権力闘争に対して、
地区
組

織（ポlポロ）
やアルテ（軍事力を備えた同職組合）
に結集して自己

を防衛していた商人階
級は、
一二
五O
l六O年にグエ

ルファ
党貴

族と連携して第一
次平民政府（プリモ・
ポlポ口
、立さ
宮古乞
を樹

立した。こ
の新政権は、
党派を問わず、
すべての私
塔の高さを五

Oブラッ
チヤ（約二九メートル）
に制限し、
新しい都市権力を体現

す
る
カ
ピ
タ
lノ
・

デ
ル
・

ポ
l

ポ
ロ
館
司色
目NO
円在
。晶
宮自O
仏国】

－MO唱。－o
を建造する（都市の二十の地区Hポlポロを基礎にした軍事組織

一
二五五｜六O年）（図M 、
日） 。
のちのパラツ
ツォ
・Jアツ

の長官の館 、

ラ・シニョ
リlアのプロトタイプとなるこの最初の本格的な公
館

（一
二六一
年からはポデスタ館）
は、
高さ一OOブラッ
チヤ（五七メl

一律の高さに制限された私

トル）
の塔をそなえた要塞型の建物で、

塔の上にそびえるその
偉容は、
「ポポラlニ

BEE
Z
と呼ばれた

上層商人階級の最初の勝利を象徴するものであっ
た。

新政権はまた公共的な都市建設を積極的に推進した。
オルトラ

古
く
か
ら
の
ヴエ
ツ
キ
オ
橋
ぎ昆白

ル
ノ
の
市
壁
を
大
幅に
拡
張
し、

〈冊目nEo 、
カツ
ライア橋
宮巳白
色開
。白同国宮（一一一一
八｜二O年） 、
ルl

パ
コンテ
橋
同Mgg
何回gbo毘白（のちのグラツィエ橋司g青
島冊
。お紅白

一
二三七年）
に続くアルノ河の四
番目の橋として、
サンタ・トリニ

タ橋
唱。昆mm・
4「江口E（一
二五二年）
を建造する。
アルノ両岸地区に

発展した毛織物産業を促進し、
都市のいっ
そうの機能化をはかる

ためである。

農村からの流入者や底辺労働者として
毛織物産業に従事する
貧

困層がますます増加して
市壁外のポルゴ地区が拡大すると、
慈善

や福祉活動の必要性から各種の托鉢修道会が進出し、
都市空間の

新しい核をなしてゆくが、
都市政府は、
こうした托鉢教団の建設

事業にも積極的に協力し、
支援するのである。

二大托鉢教団のドミニコ会（サンタ・
マリア・
ノヴエツラ∞・玄包匝

zgo－－国一一一一一一
年）
とフランシスコ会（サンタ・
クロlチエ
凹－ngg

一
二二六年）
のフィ
レ
ンツヱ
定着を皮切りに、
聖母マリア下僕会

（サンテイツシマ・
アヌンツィアlタ
呂・
〉EERES－
二四八年） 、
アウ

グスティ
ヌス隠
修士会（サント・
スピリトm・
8ES一
二五O年） 、
ウ

ミリアlティ
会（オニサンティ
O官冨自丘一一一五一
年） 、
カルメル会

（サンタ・
マリア・
デル・
カルミネ
伊豆邑白色町
二U
自国呂町一
二六八年）
が

次々
に定着し、
十三
世紀後
半から大規
模な
修道院・聖堂・広場の

複合体の
建造に着手する。
都市政府は、
そのために土地の提供や

財政援助をおこない、
と
りわけドミニ
コ会のサンタ・マリア・ノ

ヴエツ
ラ
修道院・聖堂とフランシスコ会のサンタ・クロlチエ
修

道院・聖堂に関しては、
都市の最も重要な公共事業として積極的

な支援を推進するのである。

五

第
二
次
平
民
政
府
下
の
都
市
建
設

｜｜ダ
ン
テ
と
ジ
ヨ
ッ
ト

の
時
代

フィ
レンツエ
の都市
建設が飛躍的な大発展を遂げるのは、
第二

次
平
民
政
府
（セコンド・
ポlポロ

hassu
FES
が
樹立
され
た

一二
八二
年から一三三0年代にかけての約半世紀聞のことである。

( 6 )  
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喜べ、
フィ
レンツエ
よ、

おまえはかくも偉容を誇り

その翼は海と陸をおおっ
ている、

おまえの名は地獄にもとどろいている！

。。
件

目
。

否認NP

、
。凡
n
b向
h
t
句凡

ぬ司HM辺、同

与問
、同『
ミ

hq同
町
、
q

R3・b
F
QHHR
～
s
h・

同町
、
q

守 、

急
ミ唱
。

言。

き
遣問
え

言語
丸町、

と、
ダンテが
『神曲』
「地獄篇」
（二十三歌）
でうたっ
たのは、
� 
」ー

の時代のことである。

七大組合に結集した大商人階級（ポlポロ・
グラツソ、§。守
qaE）

は、
中小の手工業者（ポlポロ・
ミヌ！ト
官官守
さき互
の支持のも

とに、
第一次平民政府崩壊後の旧貴族層との
闘争に最終的な終止

アルテ（同職組合）
選出の複数の
プリオlリ（最高執政官）

符をうち、

によっ
て都市を
統
冶する共和
体
制
を確立（一
二
八
三
年
三

一五三二
年

のフィ
レンツエ
公国成立まで二五O
年にわたっ
て継続するこ
の新

し
い
政
治
体
制
の
誕
生
（一
二
九
三
年の
「
正
義
の
規
定」
に
よ
っ
て
法
制
的
に
確

定される）
によっ
て、
新しい都市共同体意識は未曾有の高まりを示

し、
トスカlナ第一の

都市国
家にふさわしい規模と偉観をそなえ

た都市の建設が開始されるのである（図市） 。

第二次平民政府が推進した一大都市建設事業は、
新市壁の建造、

新しい政庁館と大聖堂の
建築、
そして
都市全体の整備におよぶ画

期的なものであっ
た（表A） 。

十三世紀を通じて、
激烈な都市内
抗争にもかかわらず国際的な

商業・金融業と
織物産業によっ
て
驚異的な経済成長を遂げたフイ

レンツエ
の人口は
一一一八0
年代には約八万五千人（第五市壁建造

時の約三倍）
に達していたが、
新政府は、
まず市壁の大拡張を計画

し
一二八四
年に着工した 。
工事は
度重なる中断をはさんで、
半

世紀後の一三三三
年に完成する。
この最終市壁は、
全長八・五
キ

ロメートル、
第五
市壁の
約六・五
倍の六三Oヘクタールの都市面

積
を
取
り
囲
む
も
の
で
（
将
来
の
人
口
増
加
と
都
市
発
展
を
予
想
し
て
緑
地
帯
や
農

地を広く取り込む） 、
十九世紀までのフィ
レンツエ
の都市規模と構造

を確定するものであっ
た 。

都市の防衛上の最重要
課題である
市壁の
建造と平行して
新政権

が着手した
都市
型
天シンボル
l｜大聖堂と新政庁館
｜｜は、ト

スカlナ最大の
都市となっ
たフィ
レンツエ
にふさわしい空前のス

ケlルのモニユ
メントとして構想された 。

小規
模なロマ
ネスク式のドゥ
オlモ
サンタ・レパ
ラlタ聖堂

にかわっ
てアルノルフォ
・ディ
・カンビオ（一

二四五｜三
三
O年頃）

により設計された新しい大聖堂（のちにサンタ・
マリア・
デル・
フィ

オlレ∞・
玄常時国
円庄司55
と改名）
は
ライヴァ
ル都市のピサとシエ

ナの大聖堂を凌駕することが意図され、
サンタ・レパラlタの約

二倍の全
長と三
倍の面積をもっゴシッ
ク式聖堂として
計画された

（
こ
の
計
画
案
は
二二
六
七
年
に
さ
ら
に
拡
大
さ
れ 、
全
長一
七
五
メ
ー
ト
ル 、
翼
廊
幅

九
0
メ
ー
ト
ル 、
身
廊
幅
三
九
メ
ー
ト
ル
の
当
時
の
イ
タ
リ
ア
で
最
大の
規
模
と
な
る）

（図げ 、
市） 。
新しい大聖堂の建造は
一二九六
年の着工から数度

の中断を経て一四三六
年のドlムの
完成、
そして一四六七
年の
頂

( 7 ) 



中世 フ ィ レ ン ツ エ の都市建設 （ I )

塔の
完成まで一七O年
以上にわたる全都市的事業として
続行され

るが、
この
間、
一三三四年にはジヨッ
ト（一
二六六頃l一
三三七）
の

設計になる華麗な鐘塔
の
自
宮包庁
長
205（高さ八四・
七メートル）

（図問 、
初） 。

が着工され、
一三五九年に完成する

方
カピタ
lノ・デル・ポ1ポロ

館にかわる新しい
都市権力

の
拠点である
政庁館（当初パラツツォ・
デイ・
プリオlリ
F
ENC
E

EE
のちにパラツツォ・
デツラ・
シニヨリlア
E
EN白
内笠宮
笠宮oE）

｝ま

一二九八年に着工されると、
政治的要
請から急ピッ
チで工事

が進められ、
一一二一四年に竣工する（図引 、
包） 。
建設地は、
ギベツ

リlナ
党の
門閥ウベルティ
家の
破壊された塔
館群があっ
た一帯で

（図幻） 、
地元産の
ピエトラ・フォ
ルテ（硬質褐色砂岩）
の
粗石
積み

による威圧的な要塞型の
パラツ
ツォ
と
塔（九五メートル）
は、
新体

制の
都市国家フィ
レンツエの
力を圧倒的に誇示するものであっ
た。

政庁
館前で
はシニョ
lリア

広場の
整
備・
拡
張と
舗装が進
められ

（一
三O七｜四二
年） 、
一三七六
｜八一年にはそこに古代ロlマ風の

巨大な半円アlチを架した国家の
儀典場ロッ
ジア・デイ・プリオl

リ
円、。岡
田一冨
骨仲
間》ユoユ（現在のロッジア・
デイ・
ランツィ
Z田岡山田品包

ENむ
も建設された（図
旬 。

」
れらの
大事業と平行して、
都市政府が推進したの
は、
従来の

非機能的で
無秩序に
密集した
都市構造を改造し、
拡大した
都市空

聞の
なかで
中心部と新しい
市門や周辺部を有機的に結びつけ、
都

市に新しい公共性と機能性を与えることで
あっ
た。
」の
ために
都

市政府は、
法
令によっ
て旧貴族（マニャlテイ）
による
市中心部の

土地の
私的な占拠に規制を加え、
また個人や僧院によっ
て
占有さ

れていた
市の不動産を回収して、
新しい主軸街路の開設（スカlラ

通りなど）
旧街路の
直線化と拡幅 、
街路の
舗装、
広場の
拡張と整

備 、
アルノ
河岸道（ルンガルノ）
の
整備など、
全面的な都市の
整備

と美化の
事業を推進するのである。

とりわけ、
大聖堂と並んで大規
模なゴシッ
ク式聖堂の
建造が進

められていたドミニコ会の
サンタ・マリア・ノヴエツ
ラとフラン

シスコ会の
サンタ・クロlチエ
（一二九五
年、
新聖堂に着工）

聖堂l修道

院上仏場の
複合体（園部）
は、
一三四三年以降 、
サン・

ジヨ
ヴァ
ンニ
洗礼堂およびアルノ
西岸の
サント・スピリト聖堂と

ともに、
都市の四つの
街区（クアルティエlレ
会主守色
の
核として

の
都市的H宗教的機能を担っ
ていくのである。

・品回
， 、、

都
市
的
パ
ト
ロ
ネ
l

ジ
の
構
造

この
ように、
十三世紀
末から十四世紀にかけて、
新市壁の
建設

によっ
て
飛躍的に拡大したフィ
レン
ツエ
は、
大聖堂と政庁館を都

市の
絶対的な中心とし、
主要な托鉢修道会の
聖堂
l僧院

広場を

地区的な核とする統一的H
多中心的な都市の
構造を形成していく

のであるが、
こうした画期的な
都市建設の
過程で
主導的な役割を

演じたの
は都市政府（シニヨリ1ア）
とそれを支える主要アルテで

あっ
た。
実際に聖
俗の
公共
建築事業を推進し監督したの
は、
各事

業ご
と
に
設
置
さ
れ
た造
営
委員
会H
オ1ペ
ラで
あ
り
（「オlペラ

♀s・
0、qb」
は本来「事業」
やそのための実務管理機関を指す） 、

委員会は
建築事業が行われる教区や旗区の
有力
市民によっ
て構成 この の

( 8 ) 
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されたが、
聖堂や修道院の場合にはその
院長や参事会員も合識の

場に加わっ
た。
このためオ1ペラと
院長・参事会側との意見が対

立
する場合もしばしば見られたが 、
しだいに主要な出
資母体であ

る
オ
lペ

ラ
の
側
が発
言
権
を強
める
よ
う
に
なっ
た
（「
オ
ペ
ラ
イ
オ

也、画、員。」
と
呼
ば
れ
た
造
営
委
員
の
構
成
や
任
期
は
変
動
的で 、

ら
な
り 、
任
期
は
通
常一
年
で
あっ
た
が 、
任
期
は
し
ば
し
ば
延
長
さ
れ
た）。

一
般
に
三
1
六
人
か

こうした有力市民を中心とする実務機関の設置によっ
て、
教区・

旗区の市民からの資金調達を円滑化することができたが、
大聖堂

の
建造のような長期にわたる全都市的事業のためには特別の常設

の造営局
（
オ
l
ペ
ラ・
デ
ル・ドゥ
オ
lモ
♀

3

を
E
S
S

が創設され

た。
この造営局には、
着工
当初は司教や司教座聖堂参事会員も参

加していたが、
二ニ二0年代からは構成メンバーは主要アルテの

さらに最初の計画
案が拡大された
二ニ三一

代表のみに限定され、

年からは羊毛組合に全
責任が委託される。
やがてこの大聖堂造
営

局は、
都市政府の一
種の
「建築庁」
として、
他の主要な公共事業

（
鐘
培 、
ロ
ッ
ジ
ア・
デ
イ・
プ
リ
オ
l
リ
の
建
造 、
シ
ニ
ヨ
リ
l
ア
広
場
の
整
備）

一方、
最も古い有力アルテのカリマl

をも監督するようになっ
た。

ラ組合は都市の最も由緒のあるモニユ
メントであるサン・ジヨ
ヴア

ンニ洗礼堂のオlペラの運営に責任をもち
（
十
四
世紀末
か
ら
は
サ
ンタ・

ク
ロ
l
チエ
聖
堂
や
サ
ン・
ミ
ニ
ア
I
ト
聖
堂
の
オ
I
ペ
ラ
を
も
担
当て
も
う一
つ

の主要アルテ、
ポル・サンタ・マリア
組合（綿織物組合）
はオルサ

ンミケlレ
穀物
倉
庫
兼祈祷堂の造営を担当した
さ
の
担
当
は
のち
に

グ
エ
ル
フ
ァ
党
に
引
き
継
が
れ
る）
（
園
部） 。

十三世紀
末から
十四世紀のフィ
レン
ツエ
では、
以上に見たよう

に、
都市政府をはじめとして、
富裕な大ギルド、
教区、
旗区組織

が重層的に連携しあっ
た集団的なパトロネ！ジが主導性を発揮し、

こうした都市的パトロネlジからヨ
ーロッ

パ最大の経済力を持つ

商業都市フィ
レンツ
エ
の都市建設のめざましい活力が生み出され

たのである。

その一方で、
指導層をなす有力
市民たちは新しいタイプの私
邸

の建造にも着手する。

従来の十三
世紀前半までの都市支配層の住居は、
古代のインス

ラが変形した
高層の家屋とそれに
隣
接する
塔であり、
公共的美観

の意識を欠いたものであっ
たが、
第一
次平民政府の政策で私塔の

高さが制限されると、
塔は住居機能をもっ
塔館（na平
言語）
に変え

られ
（一
階
は
工房
や商
店
と
して、
上階
は
倉
庫
と
して使用て
十三世紀後

半から十四世紀にかけては新しいタイプのより大規
模な要塞型の

館
（パ
ラツツオ
Hフォ
ルテツツア

』三官。もミ
ga）
が出現する。
後世の

改修によっ
て原形をとどめる建築例は少ないが、
アツチャ
イウオl

リ、
アルベルティ、
アルビッ
ツィ、
アルトヴィ
lティ、

アレッ
サ

ンドリ、
モツ
ツィ、
ブオンデルモンテ、
カヴア
ルカンティ、
チエ

ルキ、
ジュ
Iニ、

デッ
ラ・ルlナ、
カステツ
ラlニ、
フレスコパ

ルJアィ、
スピlニ、
ルツ
ジエ
リlニ、
ペルッ
ツィ、
ジャ
ンプィ
リ

アッ
ツィ、
ベツ
ツォ
lリ、

ジャンドナlティ、
パルドヴィ
ネツティ、

パツ
ツィ、
ルスティ
チ、
サルヴィ
アlティ、
ダヴアンツア
lテイ

（元ダヴイツツイ）
〈図幻〉
などの
館がそれである。
これらの
邸館の

特徴は、
塔館の類型を留める黍直性のつよい困層から六層のフア

一
族の館が
隣接して
建ち並ぶ場合が多かっ
たが、

サードをもち、
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道
路
や
広
場
に
面
し
た
フ
ア
サ
l
ド
に
は
都
市
の
美
観
と
公
共
性
を
意
識
し
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デ
ザ
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チ
状
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扉
口
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窓
の
形
態 、
各
階
の
分
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節 、
石
積
み
法
の
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が
採
用
さ
れ
た 。
私
的
建
築
も
都
市
の
公
共
的
な
景
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の一
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あ
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京
大
学
出
版
会
か
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近
刊
予
定
の
「
都
市・
建
築・
歴
史」
シ
リ
l

辺町～～。
句、
皇崎町
書

偽込町ておな
（司
5
Rm・－由
主）

ズ
（
全
十
巻 、
鈴
木
博
之 、
石
山
修
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伊
藤
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山
岸
常
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〈O円F－由∞∞）
〔
佐々
木
英
也・
森
田
義
之
翻
訳
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『
フ
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エ

の
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日
本
放
送
出
版
協
会 、
一
九
九一
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デ
ィ
チ
｜｜
十
五
世
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フ
ィ
レ
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ツエ
に
お
け
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都
市
建
設
と
建
築パ
トロ
ネ
l
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の
序
章
を
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予
定
で
執
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稿
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分
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る 。
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の
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世
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都
市
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ベ
ッ
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挙
し
て
お
く 。
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